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―医薬品の適正使用に欠かせない情報です。―

　この度、下記のとおり使用上の注意を改訂致しますので、お知らせ申し上げます。

改　訂　後 改　訂　前

2．禁忌（次の患者には投与しないこと）
2．2 リルピビリン塩酸塩を投与中の患者［10.1参照］

10．相互作用
主として肝代謝酵素CYP2C19及び一部CYP3A4で代謝
される。
また、胃酸分泌抑制作用により、併用薬剤の吸収を上昇
又は低下させることがある。［16.4参照］

10．1 併用禁忌（併用しないこと）
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

〈該当項目削除〉

10．2 併用注意（併用に注意すること）
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

〈該当項目削除〉

2．禁忌（次の患者には投与しないこと）
2．2 アタザナビル硫酸塩、リルピビリン塩酸塩を投与

中の患者［10.1参照］

10．相互作用
主として肝代謝酵素CYP2C19及び一部CYP3A4で代謝
される。
また、胃酸分泌抑制作用により、併用薬剤の吸収を上昇
又は低下させることがある。［16.4参照］

10．1 併用禁忌（併用しないこと）
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

アタザナビル硫酸
塩

（レイアタッツ）
［2.2参照］

アタザナビル硫酸
塩の作用を減弱す
るおそれがある。

本剤の胃酸分泌抑
制作用によりアタ
ザナビル硫酸塩の
溶解性が低下し、
アタザナビルの血
中濃度が低下する
ことがある。

10．2 併用注意（併用に注意すること）
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

ネルフィナビルメ
シル酸塩

ネルフィナビルの
作用を減弱するこ
とがある。

相互作用の機序は
不明である。
ネルフィナビルの
血中濃度が低下す
ることがある。

1 ．改訂内容（取り消し線部削除箇所）
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使用上の注意改訂のお知らせ

２ ．改訂理由
自主改訂
相互作用相手薬の販売中止に基づき、改訂致しました。

改訂後の電子添文につきましては、医薬品医療機器総合機構ホームページ（https://www.pmda.go.jp）および 
弊社の医療関係者向け総合情報サイト（https://med.sawai.co.jp）に掲載しております。
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